
 

 

3 D データから 

試作造形する実習を通じて、 

モノ作りのノウハウと 

楽しさを伝える、 

専門学校の C A D 実践教育。 

 

トライデントコンピュータ専門学校は全校生徒

800 名が学ぶ最大規模の専門学校だ。製造
業の中核地域名古屋という土地柄から CAD

デザイナー学科を設け、地元産業界へ CAD
の設計技術者、オペレーターやインストラクタ

ーを輩出している。 

実践的な教育を重視し、2次元/3 次元融合設
計環境を実現した Mechanical Desktop（以下 

MDT）とラピッドプロトタイピングシステムを組
み合わせた 3 次元設計の教育は評判が高

い。 

学生は 3DCAD のノウハウを学ぶだけでなく、
モノ作りの楽しさを覚えて、製造業の設計現

場などへ巣立ってゆく。「3DCAD が使える人」
を欲している就職先の企業からも好評だ。 
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実践的な 3 次元設計実習 

日本を代表する製造業の拠点である

東海地域の産業界からの要望を受け、

10 年ほど前にトライデントコンピュー
タ専門学校では、CAD 専攻コースを

開講した。基礎となる2次元設計には
AutoCADが、製造業から需要が高ま

っている3次元設計にはMDTが、実

習CADとして採用されている。 

MDT による3次元設計の実習には、

学科主任である石川敏男先生のモノ
作りへのこだわりが込められている。 

すなわち、通り一遍のCADの操作方

法だけでは、実務への応用が利かな
い。しかしモノ作りの基礎的な考え方

を身に付ければ、種々の環境でも、
臨機応変に対応できるということだ。 

そこで、CAD の設計データを利用し

た試作品の形成まで、つまり実際に
立体物となる段階を見通せる実習を

2年前から始めた。 

 
MDT と 
ラピッドプロトタイプシステムを導入 

新カリキュラムのために、３DCADとラ

ピッドプロトタイピングシステムを導入
することとなり、CAD には 38 セットの

MDT がインストールされた。 

MDTは２Dと３Dが融合した設計環境

を実現できるソリッドモデラとして業界

でも定評があり、操作性も良い。3 次
元設計の基礎を学ぶのにも適してい

る。ラピッドプロトタイピングには、デ
ータ転送などでMDTと相性が良い、

Stratasys 社の Genisys が選定され

た。 

システムインテグレーションをおこな

った㈱大塚商会がMDTとGenisysの
動作検証をおこない、導入もスムー

ズで、実習成果を上げている。 

 

MDT で年 2 回の課題提出 
MDTとGenisysの実習は週7時間半

で、年2回の課題提出がある。モノ作
りの楽しさが体験できるように、課題

はオリジナル・プラモデルの設計と試

作だ。学生が選ぶ模型は、車両や二
足歩行ロボットなど様々だ。機構部品

は市販のキットを利用するが、動力部
を覆うボディを計画し設計し、最終的

に樹脂で試作品を削り出す。 

 

 
 

MDT のデータは STLフォーマットに
変換され、各自のCADからネットワー

クで結ばれた Genisys で樹脂造形を
し、組み立て検証がおこなわれる。 

動力源と移動機構を持つ模型である

ため、ボディはそれらの部位を隠さな
ければならない。動く部位同士の干

渉チェックも必要になる。試作成形を
予測し、MDT で厚みや強度を考慮し

たモデリングをするだけでなく、組み

付け順序や歯車の噛み合わせなどを
3D Studio VIZ でシミュレーションする

こともある。現場さながらの具体的な
実習だ。 

 

モノ作りの楽しさを知って、 

生きがいにして欲しい 
取材に訪れた時は、最終学年の
MDT 実習であった。1年次に設計の

基礎を学び、AutoCAD には慣れて
いても、MDT を使い始めた頃は、寸

法や拘束条件などソリッドモデリング

のパラメトリックな設計手法に、ほとん
どの学生が戸惑いを覚えたと言う。 

しかし、実習で使い込む内に、MDT
のインターフェスの良さも手伝って、

難しいという意識は無くなったと全員

が口を揃える。今では、方眼紙に設
計計画のラフを描く程度で、MDT で

モデリングを始めてしまえるほどだ。 

MDT採用後2年を経て、石川先生は

「モノ作りのプロにとってMDT は新し

い武器だ」と実感している。ここで学
ぶ学生には、実践的な実習を通じて、

優秀な CAD エンジニアになって欲し
いと望むのと同時に、モノ作りの楽し

さを知って欲しいと期待している。 

 
今回のオートデスク iDesign の「i」は、

Identify の「i」だ。職業知識と経験を
統合しながら、存在感ある製品を生

み出す人材を養成する、3 次元設計

の最新教育事情である。
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